
平成２５年度 

第４回 倫理・利益相反委員会 会議記録概要 

 

日 時：平成２５年７月１６日（火）１５:００～１７:００ 

場 所：第三会議室  

出席者： 委員長 富永祐民 

      委 員 豊嶋英明、岡村幹吉、村上健次、酒井一、八谷寛、鈴木隆雄、

鳥羽研二 

欠席者：  委  員 水谷博之、吉野隆之、町屋晴美 

 

出席委員数/全委員数： 8 人/11人 

審議事項 

申請課題数：継続申請課題 1件 

 一部変更申請課題 1件 

新規申請課題 9件 

         合 計  11件 

その他審議事項は特になし 

 

 

申請課題について 

No.1 

受付番号：577-2 

課 題 名：ゾニサミドによるレビー小体型認知症 BPSD軽減効果の検証－有効性

探索試験－ 

申 請 者：鷲見 幸彦 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 



 

№2 

受付番号：380-9 

課 題 名：歯髄幹細胞を用いた新規歯髄炎治療薬ならびに生物学的根管充填材の

開発 

申 請 者：中島 美砂子 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 

№3 

受付番号：647 

課 題 名：口腔および栄養に関するケアマネジメントにおけるアセスメントの実

態調査 

申 請 者：渡邊 裕 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 

№4 

受付番号：648 

課 題 名：高齢者の口腔と栄養の状態把握に関する調査研究 

申 請 者：渡邊 裕 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 

№5 

受付番号：649 

課 題 名：認知症にともなう食欲低下や食行動関連障害の実態とその対応に関す

る研究 

申 請 者：渡邊 裕 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 



 

№6 

受付番号：650 

課 題 名：糖尿病患者における血清 DPP4と身体状況、血糖コントロール指標お

よび食物摂取状況との関連性についての調査 

申 請 者：角田 伸代 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：条件付承認 （修正内容の確認をもって承認とする。） 

〈条件〉 

・説明書の記載を患者様の目線で分かりやすいものに改めること。 

・Ⅱ糖尿病との記載を２型糖尿病に改めること。 

・食物摂取頻度調査の他に行う各種検査について、対象者にどの程度検査結果を

伝えるのかも整理したうえで、申請書類に記載すること。 

№7 

受付番号：651 

課 題 名：認知症の方のご家族を対象とした身体疾患に対する医療の実態調査 

申 請 者：武田 章敬 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 

№8 

受付番号：652 

課 題 名：外来通院中の認知症の方のご家族を対象とした身体疾患に対する医療

の実態調査 

申 請 者：武田 章敬 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 

№9 

受付番号：653 

課 題 名：慢性心不全患者のセルフケア評価尺度の開発 

申 請 者：百瀬 由美子 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 



 

№10 

受付番号：654 

課 題 名：言語障害を伴う変性性の軽度認知障害および認知症の脳画像と

髄液所見に関する研究 

申 請 者：川合 圭成 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 

№11 

受付番号：655 

課 題 名：高齢者の臓器保護に資する至適な血小板機能制御方法に関する研究 

申 請 者：徳田 治彦 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 

 


